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高梁市医療計画策定の背景と目的

• 日常的な医療の問題は市民生活に密着するものであり、市民や関係者の高い関心を集めています。今般、
アンケート調査を実施し、市ならではのきめ細やかな実情把握を行いました。関係者による検討と合意を経
て市独自の医療計画を自主的に策定し、より良い地域医療についての議論を深めていきます。

地域医療の実情把握

市民の受療行動や医療

に関する不安

医療関係者の問題意識

 医療提供体制の構築

• 地域医療構想

医療提供体制

地域で医療を支える気運の醸成

• 疾病・事業別の医療連携体制 など

 保健医療対策の推進

 保健医療従事者の確保と

資質の向上

高梁市の独自の取組み

岡山県の取組み

• 効果的・効率的な医療提供
体制と地域包括ケアシステム
の構築の一体的推進が必要

• 地域の関係者で十分に協議・
検証し、医療機能の分化と連
携を推進することが必要

など

• 急速な人口減少・超高齢化の中
で、医療需要の変動や医療従事
者の高齢化の深刻化が発生

• 中山間地域ゆえの医療アクセス
確保の難しさ

など

【高梁市が置かれた状況・課題感】

【高梁・新見保健医療圏
の状況・課題感】

関係者による検討と合意

地域医療の現状・課題と

目指す姿の認識共有

関係者で取り組む施策と

目標の策定

岡山県医療計画（地域医療構想）

アンケート調査 高梁市医療計画
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高梁市の地域医療が目指す姿

住民の医療需要が変化しても、適切な医療が受けられること

医療従事者が誇りを持って働ける、持続可能な地域医療

子どもを産み育てやすいまちを目指した出産・子育てサポー
ト体制の整備

地域での自立した生活に寄り添う基盤の整備

基本方針１

基本方針２

基本方針３

基本方針４

高梁市医療計画の４つの基本方針

地
域
医
療
は
、
ま
ち
づ
く
り

全
国
の
中
山
間
地
域
に
先
駆
け
る

「地
域
医
療
の
高
梁
モ
デ
ル
」の
構
築

• 「地域医療は、まちづくり」を基本理念に、高齢期や子育て世代といった生活の様々な局面を想定し、医療
従事者の働き方についても配慮した、高梁市ならではのメリハリを持った地域医療を構築していきます。こう
した取組みが、全国の中山間地域における地域医療の先導的なモデルとなっていくことを目指します。

【基本理念】
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高梁市医療計画の推進体制

• 高梁市医療計画の策定に向けた検討・協議の中で、各関係者は施策、目標等を共有しています。今後、施
策の展開に当たっては、市が関係者による検討・協議の場（高梁市医療計画検討委員会）を継続して運営
し、各関係者がそれぞれの立場から主体的に検討・協議に参画することにより、一体となって取り組みます。

高梁市

関係者による検討・協議の場
（高梁市医療計画検討委員会）

検討・協議の場
の運営

議論を深めるための
調整・支援

学識経験者 医療機関関係者
保健及び

福祉団体関係者

市議会議員
関係行政機関の

職員

2025年度に向けた高梁市医療計画の速やかな実施

基本方針・目指す姿

医療需給の将来予測

現状・課題

施策と目標

高梁市医療計画

関係者で合意
した枠組みに
基づく施策展開
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高梁市医療計画の施策体系

• 市民、医療関係者等へのアンケート調査やKDBレセプトデータ等に基づく客観的な現状・課題分析を行い、
取組みの方向性を設定した上で、15の施策を策定しました。施策ごとに関係者で共有する目標を設定し、
2025年度を目途とした持続可能な地域医療体制の構築に向け、関係者で連携して施策を展開していきます。

住民の医療需要が変化して
も、適切な医療が受けられる
こと

医療従事者が誇りを持って働
ける、持続可能な地域医療

子どもを産み育てやすいまちを目指し
た出産・子育てサポート体制の整備

地域での自立した生活に寄り
添う基盤の整備

基本方針１

基本方針２

基本方針３

基本方針４

市内医療資源の最適配分に向けた
医療機関等の連携強化

医療提供体制の充実に向けた
新たな政策的対応の検討

市外医療機関との連携

医療従事者の労働環境改善

医療従事者間の
コミュニケーション改善

医療従事者の
能力開発・育成機会の創出

医療従事者確保に向けた検討

市政の方針や人口ビジョンを
踏まえた政策的対応の検討

地域包括ケアシステム構築
に向けた医療分野の関与強化

住民目線に立った説明の強化

取組みの方向性

15の施策と
施策ごとの目標

施策・目標

医療従事者の
不足と高齢化

医療従事者の疲弊

医療従事者間の壁

医療従事者の能力開発・
育成機会の不足

市内医療機関への
アクセスが不十分

市外医療機関との
連携が不十分

周産期・小児医療に
ついての市民の不安

住民生活支援のための関連
分野との連携強化の必要性

住民と医療機関の相互理解・
信頼の醸成の必要性

現状・課題


